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臨床心理学から心理臨床ヘ
～たどり着いたところ～
葉賀先生が関西大学を退官されるという知らせ
を聞き、時の流れの早さを感じるとともに、 20
年近く前にゼミ等で様々なことを教えていただ
いた日々が懐かしく思い出されます。私は幸運
にも葉賀先生が担当されたゼミの第 1期生とな
ることができ、そのなかで多くのことを教えて
いただきましたし、当時としてはまだそれほど
一般的でなかった臨床現場の体験もさせていた
だきました。今思い返してみると、それらのこ
とが自分の進路選択や今の仕事ぶりにも随分影
響を及ぽしたと改めて実感しています。
私は葉賀先生にとっては甚だ不肖の学生であ
り、卒論でも期限ギリギリにご自宅まで押しか
けて手直しを受けるなど、最後の最後まで先生
の手を煩わせていました。そんな私がどういう
縁か児童相談所（以後「児相」）というところで、
心理臨床に関する仕事（以後「心理職」）に17
年ほど身を置くことができているのですが、そ
のなかで自分なり追い続け、たどり着いた“心理
臨床”について述べてみたいと思います。
〈心理学はマイナーだった〉
私が大学に在籍していた頃、心理学というの
は今ほど人気のある学問ではありませんでした。
当時の関西大学文学部は心理学科として独立し
ていたのではなく、教育学科の中に教育学専修
と心理学専修があり、 3回生になるときにいず
れかを選択することになっていました（現在ど
のようなになっているかは知りませんが）。当時
福岡久忠
は教員志望で教育学科に入学してくる学生も多
く、心理学専修を選択したのは半数くらいだっ
たと記憶しています。しかも、教育学科のなか
の心理学専修なのかもしれませんが、教育心理
学や発達心理学が中心で、臨床系の講義やゼミ
はほとんどありませんでした。
葉賀先生が関西大学に来られ、臨床系の講義
やゼミを担当されることになったわけですが、
実際の現場での臨床体験も交えながらの講義や
ゼミには、教科書の一般的知識だけでは得られ
ない面白さや新鮮があり、私たち学生はまたた
く間に臨床心理の世界に引きずり込まれていき
ました。
ただ、いくら臨床心理が面白いとはいえ、卒
業後もそれを生業とすることを本気で考える人
は少なかったと思います。そのような就職口も
非常に限られていましたし、やはり当時として
は私のまわりでも教員志望の人が多くいました。
そして私もはっきりとした意志をもってこの仕
事に就いたわけではありません。同級生がどん
どん就職先を決めていく中、教員への思いはま
ったくなかったので免許取得もせず、さりとて
就職活動もせず、自分の進みたい道がはっきり
しないままいつまでもプラプラしていたのです。
そんな私の姿に葉賀先生がしびれを切らせたの
でしょう。秋も押し詰まったある日の夕方、突
然私は部屋に呼ばれ、目の前に採用試験案内を
出されたことがこの仕事に就くことになったそ
もそものきっかけです。
今から思えば、いかに私がいい加減な人間で
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あったかと痛感しますし、葉賀先生のお心遣い
に改めて感謝する次第です。
〈児童相談所へ〉
児相というのは、児童福祉法に基づいて都道
府県や政令指定都市に設置されている福祉行政
機関で、 18オまでの子ども関するあらゆる相談
に応じるところです。今は虐待ばかりが注目を
集め、その絡みで時々ニュースに登場し、しか
もニュースになるときの多くは非難の対象です。
実際虐待の対応にはかなりのエネルギーを注が
なければならないのが現状ですが、児相の業務
はそれだけではなく、全般的な養護相談から不
登校や非行のこと、また障害に関することなど
多岐に渡っていて、あくまで子どもの健全育成
（子育て支援）がベースです。
私は実際に就職するまで、児相というのが世
の中に存在することも、そこでどのような仕事
がおこなわれているかも、はたまた心理職はど
んな仕事をするのかも、ほとんどなにも知りま
せんでした。でも、勝手なイメージだけはすぐ
に描いていたのです。子どもと出会って心理テ
ストをして、テストをすれば何でも解って、カ
ウンセリングや00療法などをやればすぐに問
題は解決して、そんな自分がとても格好良くて
…。だから、児相の心理職という名刺さえも格
好良く思え、大急ぎで大量に注文したものでし
た。なんとも、今となれば笑い話にもならない
ような幻想です。
しかし、実際の仕事は当然そんな甘くて格好
よいものではありません。テストもマニュアル
を読みながらであればなんとか実施できるよう
になるのですが、その検査データを読み取るこ
とができないのです。浅はかな私は、知能検査
なら指数 (IQ)を出せばよいものだと思ってい
ましたし、ロールシャッハテストなどの人格検
査でも、マニュアルに沿って特徴を書いていれ
ばそれでよいとしか思っていなかったのです。
もちろんそれだけで心理職が務まるはずもなく、
先輩から怒られることの連続で、実際の子ども
と継続的に面接をしてもただ遊んでいるだけで、
問題も改善しないばかりでした。
また、児相で出会う子どもや家庭は本当に
様々で、「こんな暮らしや出来事があるとは
…！？」と驚くことも度々です。私の育った家は
ごく普通の日本の中流家庭だったと思っている
のですが、その暮らしの中で備わった文化や価
値観は、児相のケースではまったく通用しない
ことも多々あって、そのような幻想はあっとい
う間に吹っ飛び、自分の無力さとこれまで育っ
てきた環境や文化とのギャップに悩むことの連
統でした。そして時にはその場から逃げ出した
くなり、本気で仕事を辞めようと思ったことも
何度かありました。
〈家族療法との出会い〉
心理職というのは、検査や面接をすれば子ど
ものことがなんでも分かって、心理療法をすれ
ばあっという間に問題を解決することができる
と思われています。これはちょっと大げさに書
きましたが、実際にそのような空気を感じてし
まうことがあるのです。なにしろ、自分もそう
いうものだと思っていたのですから。
しかし、どこかの有名な占い師のようになれ
るはずもありません。特に若い時期は、検査を
してなにかを言わなければならない、問題を解
決しなければならないというプレッシャーと、
でもほとんどなにも分からない、どう解決すれ
ばよいかも分からないというジレンマに押しつ
ぶされそうになりながら、本に書いてあるやた
ら難しい専門用語をそのまま羅列したり、わけ
も分からず子どもを通所させて箱庭を作らせた
りの情けない日々を過ごしていました。そして
そのような時期が、資格とか肩書きに頼りたか
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った時期でもありました。「資格を持てば、な
にかが変わるのでは」と、そう思いたかったの
です。
そういう中途半端な状態が数年続いたと思い
ます。今から思えば一番しんどい時期だったの
ですが、そんな私の転機となったのが「家族療
法」でした。家族療法のことを知らない人は、
「家族が原因だから悪い家族を治療する（悪者退
治）」と思うかもしれませんが、それはまった
くの誤解です。家族療法の詳しい中身は紙面の
都合上省きますが、家族を、 “問題とされる本
人（子ども）と最も密接に繋がり、しかも問題
解決にも最も重要な機能をなしているもの”と
位置づけ、関係や問題への取り組み方などが硬
直化・ワンパターン化している家族全体を対象
に、積極的に働きかけていく考え・技法です。
私が所属していた児相は、当時全国に先駆け
て家族療法に取り組んでおり、先輩の心理職の
人たちは本格的な研修を受け、実際のケースに
も実施していました。しかし近くて見ていた私
は、当初それを胡散臭いものとしか思えず、で
きるだけ距離をおくようにしていたのです。と
いうのは、私の中にある心理療法は原因と結果
がはっきりと繋がり、その治療法は個別的な面
接を中心としたものでしかありませんでしたか
ら、「原因ー結果」という直線的な考えにとら
われず、しかも自分の面接を他人に見られると
いうオープンな形態は、私の浅はかなものとは
似ても似つかぬものだったのです。
ところが、ひょんなことから私も家族療法の
研修を受けざるを得ないことになってしまい、
2年間毎週のように本格的な訓練を受けたので
す。実際に家族療法のことを学んでいくと、今
までの直線的な思考や、自分がすべて引き受け
て問題を解決していかなければならないという
呪縛から解き放たれ、相手や問題に柔軟に向き
合えるようになりましたし、そのなかで本人・
家族あるいはその人たちに関わっている機関が、
問題の解決に向けてどのようにそれぞれの機能
を発揮していくかという視点で対処できるよう
になっていきました。実際にそのようなスタン
スでケースに関わっていくと、よい変化が生じ
ることが予想以上に多くあったのです。そして
いつの頃か、家族療法的な視点やケースヘの対
応が、私が仕事をする上での基本的なスタンス
となっていきました。
〈臨床心理士という虚像〉
私が児相に就職した頃、カウンセラーなど心
理に関する仕事に従事する人の資格問題が学会
等で論議されていました。そしてしばらくして、
今やすっかりメジャーとなった「臨床心理士」
という資格が、任意団体によって作られたので
す。この資格は、当然心理従事者の資質向上と
いうのが本来的な目的であり、最終的には国家
資格化も目指していたと思われますが、この資
格を巡っては他にもいろいろな思惑があったの
かもしれません（今も国家資格化はされていな
いし、その実現に向けて進展しているようでも
ありません）。
資格ができたのは就職して2年目の頃であり、
私も当時はすぐにでもその資格を取ろうと思っ
ていましたし、実際同じ職場の何人かはすぐに
取っていました。まだしつかり仕事ができてい
るわけではない私にとって、 「臨床心理士」と
いう肩書き（資格）がとても魅力的なものに映
りましたし、資格を有することでなにか自分が
偉くなり、仕事もバリバリできるように思って
いたのかもしれません。
しかし、申請作業が面倒でダラダラしている
うちに、家族療法と出会ってそれが少しずつ自
分のものとなり、 「自分にはこれがある、これ
でやっていこう」という感覚が形成されるとと
もに、心理職という肩書きを必要以上に背負っ
たり振りかざしたりする必要がなくなり、次第
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に資格に対する関心が薄れ始めてきたのです。
結局、今まで臨床心理士の資格を取らずにき
ています。自分の所属している組織がそれを要
求していないということもありますが、それよ
りも肩書きがあるかどうかではなく、自分はケ
ースや組織にとって役に立てているかどうかが
大事であるということに気がつき始めたからだ
と思うのです。今ではこの資格の取得条件がど
んどん厳しくなり、私の経歴では今後取得でき
ないという情報なので、結局取得することなく
終わってしまいそうです。
〈これからの時代を生きるために〉
歳月が流れ、世間ではバプルがはじけて長い
不況の時代が続いていますが、臨床心理にまつ
わる世界については今がバプル絶頂期のようで
す。まさかこれほどに「こころ」とか「心理」
が時代のトレンドとなり、心理に関する学問や
仕事が人気を集める時代が来るとは夢にも思っ
ていませんでした。気がつけば、心理臨床の仕
事はいわゆる格好の良い仕事として人気を集め
る時代になっていたのですから。そして、心理
職を目指す人の必須条件として臨床心理士資格
が掲げられるようになっています。そのため、
毎年のように心理学系の大学や学部が開設され、
臨床心理士を養成する指定大学院もしかりです。
確かに児相でも虐待対応の絡みで人が増えて
おり、毎年のように各都道府県や指定都市で心
理職の採用試験が実施されていますが、若干名
の募集に対して100人近くの高学歴者が受験す
るので、私が就職した頃とは比べものにならな
いほど難関です。
自分が辿ってきた道や仕事が注目を浴び、若
い人から「どうしたら児相の心理職になれます
か？」と尋ねられたりすると、少しは自尊心を
揺さぶられたりもしますし、できれば自分の後
輩がどんどんこの業界に入ってきて欲しいもの
です。
しかし、このような現象を素直に喜んでばか
りもいられないというか、私の中では「こころ」
とか「心理臨床」に大騒ぎする不健康な社会に対
しての危機感がかなり膨らんできているのです。
子どもの数は減少の一途をたどり、大学間で
学生の奪い合いが激しくなってきているなかで、
大学は生き残りを賭けて今のプームに乗ってい
る面もあるのでしょうが、バプル経済と同じで
このプームがいつまでも続くとは到底考えられ
ません。そもそも大学の役割は、その専門分野
で役に立つ人材を育て、社会の一員として送り
出すことのはずです。今でもそれは大義名分と
してあるのでしょうが、社会の受け皿が決して
十分でないという現実のなかで、次から次に心
理臨床を目指す若者ばかりを作り出していくこ
とには少なからず違和感を有してしまいますし、
心理バプルがはじけた後にやってくる大学破綻
のことも考えてしまうのです。
しかも、虐待騒動とそれに伴う児相の体制強
化が言われているとはいえ、世の中全体の動き
としては、合理化で人員を減らす流れが加速度
的に増していますから、今後もどんどん正規に
心理職を雇用していくとは考えにくい状況です。
そして、職域が拡がってきたとはいえ、 「ここ
ろ」を扱う仕事が世の中にそんなに溢れている
わけではありません。
では、心理臨床の仕事を目指している若者の
多くにどのような現実が待っているかというと、
スクールカウンセラーや相談機関での非常勤嘱
託など、非常に不安定な身分での就労です。
スクールカウンセラーなどは、報酬としては
かなり高いようなので、掛け持ちすることによ
ってとりあえずの生活は維持できるかもしれま
せんし、そういう暮らしの形態が気楽に思える
かもしれません。また、「身分の問題ではない、
自分のやりたい仕事ができればそれでよい」と
いう意見も当然あるでしょう。
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しかしです。自分の夢を追い続けるという大
義名分のもと、嘱託やアルバイト（フリーター）
を続ける若者が増え続けるこの国の行く末が、
決して健康的なものとは思えないのです。
その昔、教員になる夢を持ち続け、非常勤講
師を続けながら毎年のように教員採用試験を受
け続ける友人を何人も見てきましたし、教員養
成系の大学も人気が高い時代でした。その人た
ちの多くがその後どのような人生選択をし、あ
るいは教員養成系の大学の今がどうなったのか
を、心理臨床の世界を求める人、そういう人を
作り出す大学はしつかり見据えておく必要があ
ると思います。そしてそれでも心理臨床を志す
ときには、 「自分にはこれがある」というもの
を、肩書きとは別に持っておくことだと思います。
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